
奈良県ダンススポ－ツ連盟 ２０１９年度第７回理事会（拡大役員会）議事録

日時  ２０１９年 １２月 ２１日（土） ９：３０～１１：４０

場所  エルト桜井  まほろばセンタ－ 交流室 3

出席者  理事・・・大江 偉夫  阪田 麗二  伊東 勝   上田 紀代子  奥田 徹

佐野 信哉   下垣 都博   白波瀬 利光   明正 和夫

     監事  内田 一広

     参与・・・明正房江  島  陽子  奥野 典子   木野 博幸

理事の欠席者  上亟 明  小野村 順子   笠井 敏雄

   本理事会の理事の出席者は９名につき、規約２７条に基づき在籍理事１２名の過半数以上であり、理事会の成立が確

認された。

   議事

１． 前回議事録の確認

      前回の理事会議事録がメ－ルで確認された通りで承認された。

２． 第４７回競技会の反省.

① 明正氏から、第４７回競技会の会計報告が別紙どおりあり次の②③項を除いて承認された。（別紙参照）な

お、明正氏から第４７回競技会の会計報告は、県体育協会からの入金があった時点で再度会計報告書を

提出するとのことであった。担当 明正氏

② 副賞のクォ－カ－ド代が勘定項目の文具に入っているが、トロフィ－と同じなので採点管理の勘定項目に

移動することとした。担当 明正氏

③ 残っている未使用のクォ－カ－ド二枚は、次回用として保管しておくこととした。担当 明正氏

④ 第４７回競技会の参加者数が別紙どおり報告された。（別紙参照）

⑤ 伊東氏から、現在競技会場での衣装などの展示を１社のみに認めているが、複数社に増やしてはとの意

見があった。複数社に認めアリーナ内での販売になるとアリーナ場所代が５倍になる事、そして現状のソ

シアルクィーン社は奈良県連盟が名もない競技会で売り上げの取れない会場であるときからずっと絶やさ

ずにお越しいただいているので、１社に認めているとの回答があり提案は検討しないこととした。

⑥ 規程の公認基準の改正があり３組エントリ－で競技成立となるが、１組何かの理由で欠席になったとき必

然的に競技不成立になり、来場した残りの２組に対する取扱いが難しいので奈良県の運用として次の通り

運用することを申し合わせた。

(ア) 競技の成立要件をエントリ－数最低４組以上に変更して運用する

(イ) （ア）項を実施するも当日の出場組数が２組になったときの運用は次の通りとする。

A) 会場に来た出場者に事情をていねいに説明し、エントリ－料を返金し、かつ

B) 会場に来た出場者に踊る、踊らない、の希望を聞き希望に沿って対応する

⑦ 伊東氏から、エントリ－の申し込みはされているが、出場料の振込がない申込者の取り扱い基準を決めて

ほしいとの要請があり、毎競技会で競技会日程表作成しているが、競技会日程表の中に出場料の振込締

め切り日を書き込み、役員の間で意思統一することとした。担当 伊東氏

⑧ 選手の高齢化に合わせて、次回の競技会にはシニアⅣのクラスの競技をしてはとの話があり、とりあえず

他府県の状況など情報取集を進め、入れるか入れないかを判断することとした。担当 大江氏

⑨ 笠井氏から受付締め切り遅れの事情説明メ－ルがあった。（別紙参照）

３． 新春ダンスパ－ティ－の件

① 開催前準備事項割当表に基づき進行状況を確認した。（別紙参照）

② 新春ダンスパ－ティ－の役員の集合時刻は、９時とすることで申し合わせた。

③ 大江氏から配布資料として、アテンダント用、お客様用の２種類の書面を作成するとの報告があった。担当

大江氏

④ 当日の仕事の割当表に基づき、当日の仕事分担を確認した。（別紙参照）

⑤ 奥田氏より当日は吉田Ｅ氏欠席との連絡があった。



⑥ 当日のプログラムとして、二回あるフリ－ダンスタイムをそれぞれ五分削り、次の２点の出し物をＡホ－ル

で追加することとした。

(ア) アメリカンスム－スの紹介（加藤修久、裕子夫妻）

(イ) フォ－メイション・ドクタ－Ｘ（大仏ダンスサークル）

⑦ ⑤に基づきプログラムを修正する。担当 白波瀬氏

⑧ 島氏から、ミニデモ出場者とアテンダントの組み合わせは司会でした方がスム－ズに進められるとの提案

があり、司会で担当してもらうこととした。担当 島氏

⑨ 伊東氏から、アテンダントを募集する基準があいまいになっているとの指摘があり、また一方小野村氏か

らは女性のアテンダントは十分足りているとの話もあり、次回の新春ダンスパ－ティ－には間に合わない

が、２０２１年の新春ダンスパ－ティ－のアテンダント依頼前までに選定基準を作ることとした。担当 伊東

氏、小野村氏

⑩ 男性はアテンダントをし、相方の女性はアテンダントしない人の取り扱いは次の通りとする。

(ア) コンペデモ出場は・・・希望者のみ

(イ) ラストワルツ・・・相方と踊ること可

(ウ) 打上げは・・・希望者のみ

(エ) 寸志・・・アテンダントをした人のみ、相方なし

⑪ ミニデモ出場区分表示タグの提案が佐野氏からあり、佐野氏に作成してもらうこととした。作成したタグは

ミニデモ申込時に出場者に手渡すこととした。（別紙参照）

４． 第１回ＢＣＤ級技術練習会開催の件

大江氏から、現在２組の申し込みがあったとの報告があった。

５． ジュニア育成事業の件

大江氏からＪＤＳＦ本部では、ジュニア育成事業を行っている旨の紹介があった。（パンフレット参照）

６． 音響装置引き継ぎの件

① 置き場所については現在白波瀬氏物置で保管中、レンタル物置に保管することも考えられるが白波瀬氏

から、ＰＤ・ＧＤ合わせて年５回の競技会での使用、年３回のテスト時の運搬を配慮すると自宅物置での保

管が一番効率的との報告があった。置き場所については次の通り取り扱うこととした。

(ア) 白波瀬氏物置で保管可能な時は、有料で同所保管。金額は７０００円/月の半年ごとの請求

(イ) 家庭の事情等で白波瀬氏物置での保管が不可能になったときは、レンタル物置での保管に変更。｛こ

の場合は原則月払いのレンタル料（約９０００円以上）が発生する｝

② 競技会のＢ級戦以上は濱川氏提供の音楽ソフトを使用する。競技会のＣ級戦以下は著作権に配慮したＪＤ

ＳＦ本部発行のＣＤから編集して、競技会用音楽ソフトを作成する。担当 下垣氏、白波瀬氏。万一著作権

協会から競技会当日に調査があった場合には、Ｃ級戦以下のＣＤを調査してもらうようにする。担当 白波

瀬氏

③ ②項については理事会メンバ－全員が承認した。

④ 音響装置の故障時の対応については、次の通りとする。

(ア) 音響装置が正常か否かのテスト演奏を、競技会開催日１週間前ごろに行う 担当 白波瀬氏

(イ) プレイヤ－、アンプが故障したときは、阪田先生所有のもので代替えできないか前もって確認してお

く  担当 白波瀬氏

⑤ 電源ドラムは佐野氏が２台所有されているので、１台を音響用に使用する。担当 佐野氏・白波瀬氏

⑥ 競技が始まる前から音楽を流し続けるいわゆる奈良方式の演奏は操作が難しいので、来年度５月の競技

会からは中止し、競技ごとの単曲演奏に切り替える。担当 白波瀬氏

⑦ 引き継いだ音響装置を県連の資産簿に計上すること。担当 白波瀬氏

７． サ－クル認定の件

① 今回新たに下記のサ－クルが認定申請され、審議の結果当連盟の認定サ－クルとして承認された。

スポ－ツダンス研究会・・・代表 下垣 都博氏

８． ２０２０年の競技会日程

① ＧＤの主催   ５月１０日（日） 競技会 宇陀市体育館



② ＧＤの主催  １１月 ３日（火・祝）競技会 宇陀市体育館

③ ＰＤ西部ブロック奈良支部  ５月 ３日（日・祝） 競技会 三の丸体育館

④ ＰＤ（奈良県ダンス連盟）の主催  ８月  ２日（日） 競技会 五條市体育館

⑤ ＰＤ（奈良県ダンス連盟）の主催 １１月 ２９日（日） 競技会 三の丸体育館

９． その他

① 次回理事会（１月の理事会は急ぐ議題がないため中止します）

日時・・・２０２０年 ２月 ８日（土） ９時３０分～１１時３０分

場所・・・西部生涯スポ－ツセンタ－ 会議室

議題・・・

(ア) 前回議事録の確認

(イ) オ－タムダンスパ－ティ－の反省

(ウ) 新春ダンスパ－ティ－の反省

(エ) ＢＣＤ級技術練習会の件

(オ) グランドダンスフェスティバル（総会）の件

(カ) 第４８回競技会の件

(キ) サマ－ダンスパ－ティ－の件

(ク) その他

以上


